
































































































【表1 】"Conflict in Context″ の全体構成
＜紛争解決 のための基本 的概念の探究＞
Lesson 2-1 私た ちの差異を知 る
Lesson 2-2 紛争をコ ントロ ールす る
Lesson 2-3 紛争 の展開を探 る
Lesson 2-4 紛争 の５つ の側面
Lesson 2-5 多楡 吐と紛争
Lesson 2-6 Walking the Talk : 車 の相乗 り
Lesson 2-7 様々な和解 の方法
Lesson 2-8 実効的な交渉のカ ギ
＜個人的・地域社会的視点 ＞　「 安全」 概念の学習




Lesson 3-5 私の住む地域の安全を地図で表 す
Lesson 3-6 あなたの住む地域 はどれくらい安全 ？
＜国家的視点 ＞　紛争問題 に関 わる外 的諸要因 の考察
Lesson 4-1 安全とメディア：プロパガ ンダ と優先 順位
Lesson 4-2 メディア：敵か見方か ？
Lesson 4-3 国家安全保障：アメリカ合衆国 憲法
Lesson 4-4 国家安全保障と世論－ アメリカ の場合
Lesson 4-5 銃かバターか？
Lesson 4-6 貧困とは何か？
Lesson 4-7 アメリカの子ど もたち はどれだけ安全 か？
＜国際的・地球的視点 ＞　社 会的 ・歴史 的文脈を踏まえた
具体的な紛争解 決のケース・スタディ







Lesson 5-8 戦争，平和，人権：子 どもたちの声に耳を傾ける
Lesson 5-9 政治風刺漫画と国連
Lesson 5-10 労働者の権利を守る国連 の努力
Lesson 5-11 少年 兵
Lesson 5-12 地雷 一戦争の後
Lesson 5-13 天然資源と安全保障
Lesson 5-14 多 国間交渉
Lesson 5-15 自由貿易／公平貿易:WTO の勝者 と敗者
Lesson 5-16 債務救済のための国際首脳会談
Lesson 5-17 経済制裁： シミュレ ーショ ン
Lesson 5-18 内戦
Lesson 5-19 グローバリゼー ショ ンとは何か ？


























ぶもので, Lesson2-l 「私たちの差異を知る」 と









ングーム等 の紛争解決プロ グラ ムと大差ないｏ
“Conflict ｉｎ Context" がこれまでの類似のプログ











L. 2-3 「紛 争の展開を探る」（紛争が エスカレ ートする 順序）
1. 自覚・意識 や明快さ， 情報の欠如
2. 情報 の誤 り
3. 意見 の相違
4. 意見 の不一 致
5. 言い争い
6. 論争・ 口論
7. 言葉 による脅 し・威嚇
8.威 嚇的な 態度や表情
9. 言語的・心 理的な攻撃・悪口
10. 身体 的行為 による攻撃・虐待
L。2-4　厂紛争の５つの側面」（紛争 の社会的・歴史的文 脈）
1. 誰 が／どれだけの集団か関わっているか ？
2. 紛争 の原 因は何か？何を めぐって争ってい るのか ？
3. 争 ってい る集団間の関係性
4. 紛争 の歴史 はどうなっているか ？
5. プ・ セス：紛争 にどう対処するか？
L. 2-5　厂多 様性と紛争｣
(紛争をエ スカレ ートさ せる要因としての多様性)
・多 様性（差 異） は， しばしば紛争 のエ スカレ ートを招 く。











さらにLesson2-5 匚多 様性と紛争」 では，先の




Lesson2-6～2-7で は， 先 のLesson2-3 ～2-5で 学
んだ視点を用いながら，異なる立場の人々の間で
の交渉や合意について考察させている。





















当事者の行動喚起 による紛争解 決(initiate) 当事者 当事者 自発的 関係 性
当 事者同士の意思疎通 による紛争解 決(communicate) 当 事者 当事者 自発的 関係性
第三者の仲介による紛争解決(conciliate) 当 事者 第三者 自発的 関係性
第三者の援助による当事者同士 の紛争 解決(facilitate) (当 事者) (第三者) (自発的) (関係性)
当 事者同士の公的交渉 による紛争解決(negotiate － formal) (当 事者) (当事者) (自発的) (関係性)
第三 者主 導の公的交渉 による紛争解決(mediate) (当事者) (第三者) (自発的) (関係性)
当 事者が 第三者の判断を仰ぐ形 の紛争解決(arbitrate) (第三者) (第三者) (自発的) (関係性)
第三 者の公的裁定による紛争解決(adjudicate) (第三者) (第三者) (強 制的) (両者)
政 府や国 際機関による新ルール制定を通じ た紛争解 決(legislate) (第三者) (第三者) (強 制的) (問題)
“Conflict in Context" プ リント2-7a より筆者作成。 なお, facilitate以降 は記載 がないため，０ 　は筆者が推測。
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４。交渉を成功させるためのカギ





















能の学習に続いて, Lesson3 で は， 【表 ３】 に示
したような「‾安全」の概念が学習される。 ここで
言う 厂安全」とは，いわゆる 厂国家安全保障」の

















Lesson3-2で【表 ３】 に示 したような個人 の安
全（保障）の様々な側面を学んだ上で，それらの
重要性は，地理的・社会的背景や文化などの違い
により，個人 によ って異なることがLesson3-4 で
【表３】個人の安全の類型
安全 の類型 安全の具体例
健康上 の安全 栄養。風雨 から身 を守る住 まいや衣 服。 伝染 病
予防。 病気の治療。
身体的安全 傷害や虐待，暴力， テロから恒常的 に身を守 る
法制度や規律。
精神 的安 全 所 属感覚。 愛し愛さ れて いる感覚o 他者 からの




教育 の機会。 学んで目標を達成 し， 社会 に貢献
する機会 と自由。
文化的安全 文化的 アイデンティティや価値， 伝統に対する
承認。 民族的，人 種的，宗教的， ジェンダー的
アイデ ンテ ィティに対する尊重 と法的な 保護。
文化的アイデ ンティティに関わ らず， 社会参加
できる自由。
政治的安全 政府か国民 に与え る保護や安全の度合い，国 境
を 越え る脅威か らの保 護。 意思決定にお ける市
民 の権利 や参加の質 や度合い。
経 済上 の安 全 職業訓 練や職能開発 の機会。 適正 な生活水準を
保て る賃 金や就労の機会。 高齢者 や病人，障か
い者，子 どもに対 する援助。
環境上 の安全 環境危機 や環 境有害物質か らの保 護。安 全でき
れいな空気，水， 食料 の提供。安 全で衛生 的な
居住環境の提供。
“Conflict in Context” プ リント3-2a より筆者作成。
は 学 ば れ る 。 そ し て ， 自 分 た ち の 地 域 に と っ て の
安 全 を 考 え ， 安 全 上 の 問 題 の 解 決 を 図 る 学 習 が ，
Lesson3-6 で は 行 わ れ る 。 こ こ で 学 習 者 た ち は ，
ま ず ， 人 々 の 安 全 に 影 響 を 及 ぼ す 地 域 の 様 々 な 状
況 に つ い て 明 ら か に す る た め ， 数 量 的 デ ー タ を 収
集 す る 。 次 に ， デ ー タ か ら 明 ら か に な っ た 状 況 を
分 析 し ， 安 全 の 観 点 か ら 問 題 が あ る と 考 え ら れ る
部 分 に つ い て ， 解 決 ・ 改 善 の た め の 提 案 を 考 え る 。
最 後 に ， そ の 提 案 を 地 域 の 行 政 当 局 や 民 間 セ ク タ ー
な ど に 伝 え る 。 こ れ に よ りLesson3 で は ， 人 々 が
求 め る 多 様 な 安 全 や ， 地 域 社 会 の 安 全 に 関 わ る 状
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ついて学習 する。一方, Lesson4 では，国家レベ






国家 の安全ではない。 【表 ４】中の安全保障の










る　匚人 間 の安全 保 障」（7）の立 場を と って い る




本Lesson5 で は， そのような特定の個人や集団
の多様な安全が脅かされることで，様々な形の紛






















L5-2 二世界 の紛争を 地図に表す






































































L5-10 : 労 働者 の権利 を守 る国 連
の努力



































L5-14 : 多 国間交 渉








L5-15 : 自由貿 易／公平貿易：WT
Ｏ の勝者と敗者


















































“Conflict ｉｎ Ｃｏｎtｅｘt” pp.1 1 1-206よ り筆 者 作 成 。
そ の た め に は ， ま ず ， 匚誰 」 の 匚何 」 を 安 全 に す
る の か を 特 定 す る 必 要 が あ る 。 そ れ が 【 表 ４ 】 中
の 厂安 全 保 障 の 対 象 」 と 匚安 全 保 障 の 類 型 」 で あ
り ， こ の 二 点 が 具 体 的 に 明 ら か と な る 内 容 で な け
れ ば ， 単 元 と し て 成 り 立 ち 得 な い 。 さ ら に は ， 各
単 元 の 中 で ， 安 全 を 脅 か し て い る 要 素 の 分 析 ・ 評
価 や ， 安 全 の 提 供 主 体 と 方 法 の 選 択 等 が 為 さ れ な


























一　 闊 氷 上5　－























L5-1 : 戦争や侵略を私 たちは
どう定義 して いるか？
○
L5-2 : 世界 の紛争を地 図に表
す
○
L5-3: 様 々な国 の安全 度を 評
価 する
○
L5-4 : 1999年 の世界 の状況 ○
L5-5 : 安全 の機 会均 等一事 実
か虚構か
○ ○
L5-6: 核兵器 ○ ○
L5-7 : 世界人権宣言 ○ ○
L5-8 : 戦争，平 和， 人権：子
どもたちの声に耳を傾
ける
○ ○ ○ ○
L5-9 : 政治風刺 漫画 と国連 ○ ○
L5-10 : 労 働者 の権利 を守 る
国連の努力
○ ○ ○ (○)
L5-11 : 少年兵 ○ ○ ○
L5-12 : 地雷 ＝戦争 の後も！ ○ ○ ○
L5-13 : 天然資源 と安全 保障 ○
L5-14 : 多国 間交 渉 ○ ○ ○ ○
L5-15 : 自由貿易／公平貿易:
WTO の勝者 と敗者
○ ○ ○ (○)
L5-16 : 債務救 済 のた めの国
際サ ミット
○ ○ ○ ○
L5-17 : 経済制裁：シミュレ ー
ション
○ ○ ○ ○
L5-18 : 内戦 ○ ○ ○
L5-19 : グロ ーバリ ゼ ーシ ョ
ンとは何か ？
○ ○ (○)
“Conflict in Context ” pp.1 1 1-206よ り 筆 者 作 成 。 な お ，
（○ ） は 発 展 課 題 も含 め た 場 合 。
＜人間の安全保障＞
【図１】「国家安全保障」と「人間の安全保障」の違い（筆者作成）

































































































































































・他 国 の地 理や文 化を理 解
す る。
・ 内戦を 招い た状況 の力 学
を 分析す る上 で基本 とな
る 考え や言 葉， 歴史を 知
る。
・ アフ ガニスタンの地理
(内戦 に関わ る国 々は， それぞ れ地 図上 のどこか ？アフガニ
スタンの主 要な地点はどこか ？)
・アフガ ニスタンの民族と歴史
(各民 族は何という名前か ？歴史上重要な人物 は誰 か？)
調 査 に よ る
認 識 ・ 理 解






・調 査を 行って データを 分
析し，情報を整理 する。
・ 同じ環境 を共 有して 住む
人 々の生 活 に与え る政治
的・ 文化 的影 響を分析 す
る。
①民 族・集団の特徴・アイデンテ ィテ ィ
(そ の民 族・集団 のメ ンバーた ちを どの ように特定 するか ？
その民族 ・集団 のメ ンバーた ちは， アフ ガニ スタンに住 む
他の人 々とどのような点 において異な るのか？)
②民 族・集団のアフガニ スタン社会 にお ける位 置づ け
(そ の民 族・集団 は， どのく らい昔から アフガニ スタ ンに住
んでい るのか ？どこか ら来 た のか？構成 メンバ ーの人数 の
規模 はどれ くらいか ？アフガニ スタ ンのどのあ たりに住 ん
でいるのか？)
③民 族・集団の内戦 における働き
(そ の民 族・集団 は，他 のど の民 族・集団 と最 も激し く衝突
したか ？そ の衝突 は， 何に起 因してい たか？そ の民 族・集
団は， 内戦 にどう関与 したか ？あるい は， どう 内戦か ら身




学 習 し た 社
会 的 ・ 歴 史
的 文 脈 に 基









・ データ の分析 によ って新
たに得 られ た情報を共 有
す る。
・各民 族・集団の内戦への関与や影響










・文章か ら情報を読 み取 る。
・ 同世代 の青年 の経験 を理
解 し， 同様 の状況 に対 し
て 自分 だっ たらど う対 処
するかを考え る。
・ 内戦が その国 の一般 市民
やイ ンフラ に与 え た影響
を分析 する。
⑤アフガニスタンの内戦 の原因分析
(自分が調べた内戦 の主な原因 は何か ？)
⑥紛争 解決の ために暴力 的手段を 用いるこ とによ る効果・ 影
響の考察
(武力 衝突は， いずれかの民族・集団の計画を推し進めたか？
そ れはどのよ うにして か？暴力 の行使や人 権 の侵害は，正
当化 されてい るか？そ れはな ぜか ？どうすれ ば人 権侵害 を
避けられたか ？)
⑦アフガニ スタンの内戦が人々 に与え た影響の考察
(内戦は一般市民 にどう影響を与え たか？)
⑧内戦の解決 に個人が果 たす役割 につ いての考察
( グリス・ ジョー ンズが担って いる のと同じよ うな仕事を や
ろうと考え たことはあるか？そ れはなぜか ？グリス・ショー
ンズは紛争を終 わらせ るのに実 際に貢 献できると思うか ？)
⑨内戦の概念・定義 の再考
(こ の内戦 は， 自分が よ く知 ってい る他 の内戦 と比べて， ど
う似 ている か？あるい は異な ってい るか ？内戦 は国家 間の
戦 争 と比 べて， ど う似て い る か？ ある い は異 なっ てい る
か ？)
⑩アフガニ スタン の内戦を 解決 する方 法の提案
(ア フガニ スタン の内戦 を終 わらせ るため，和平 の調停者 と








“Conflict in Context" pp.193-198より筆者作成。
を 深 め る 尹 こ と を 目 的 と す る 。 す な わ ち ， こ こ
で は ア フ ガ ニ ス タ ン の 社 会 的 ・ 歴 史 的 文 脈 を 通 し
て ， 内 戦 の 力 学 を 考 察 さ せ よ う と し て い る 。
(4)内 戦 の 分 析 ・ 考 察 と 解 決 方 法 の 提 案
次 に ， 学 習 者 た ち は ，｢ 運 命 に 捕 ら わ れ て｣ と
題 す る 配 布 プ リ ン ト を 授 業 内 で ， あ る い は 宿 題 と
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